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地区 学校名 目標年度 学校再編の方針

花　岡

鶴羽小
古江小
菅原小
花岡中

Ｈ25 鶴羽小学校、古江小学校、菅原小学校、花岡中学校は小中一貫校として、平
成 25 年度の統合を推進します。

吾　平

吾平小
神野小 Ｈ25 吾平小学校と神野小学校は、平成 25 年度の統合を推進します。

鶴峰小 Ｈ26～28 鶴峰小学校は、吾平小学校との統合について平成 24 年度までに目標年度につ
いて継続して検討し、統合を推進します。

大姶良
高　須

大姶良小
南小 Ｈ26～28 南小学校は、大姶良小学校との統合について平成 24 年度までに目標年度につ

いて継続して検討し、統合を推進します。

高須小 Ｈ26～28 高須小学校は、野里小学校との統合やその他の枠組み等も含めて、平成 24 年
度まで継続して検討し、統合を推進します。

浜田小 Ｈ26～28 浜田小学校は、大姶良小学校との統合やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

高須中 Ｈ26～28
高須中学校は、高須小学校区は第一鹿屋中学校との統合、浜田小学校区は大
姶良中学校との統合など、小学校の統合状況を踏まえ、その他の枠組み等も
含めて、平成 24 年度まで継続して検討し、統合を推進します。

高　隈

高隈小 Ｈ26～28 高隈小学校は、小中一貫校による再編やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

大黒小 Ｈ26～28 大黒小学校は、小中一貫校による再編やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

高隈中 Ｈ26～28 高隈中学校は、小中一貫校による再編やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

串　良
串良中
細山田中
上小原中

Ｈ26～28 串良地区の中学校は、平成 24 年度までに串良中学校、上小原中学校、細山田
中学校の３校の統合について継続して検討し、統合を推進します。

基
本
方
針

　

学
校
再
編
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、
児
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育
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の
均
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を
図
る
観
点
か
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ぬ
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来
に
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環
境
の
充
実
や
活
性

化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

ま
で
の
６
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学
校
再
編
の
枠
組
や
目
標
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等
は
、
学
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の
状
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や
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後
の
児

童
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推
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は
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、
住

民
説
明
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で
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意
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、
地
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し
た
も
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・

保
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、
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中
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一
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編
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進
し
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
再

編
を
進
め
て
い
く
う
え
で
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次
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こ
と
に
留
意
し
て
、推
進
し
ま
す
。
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学
校
再
編
ま
で
の
間
、
再
編
対

象
と
な
る
学
校
間
で
の
交
流
学

習
の
実
施
や
学
校
運
営
に
つ
い

て
各
学
校
と
十
分
に
協
議
し
ま

す
。
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学
校
再
編
時
の
児
童
生
徒
の
学

習
面
と
精
神
面
に
配
慮
し
、
教

員
の
配
置
、
ク
ラ
ス
編
制
等
に

つ
い
て
、
事
前
に
学
校
と
十
分

に
協
議
し
ま
す
。
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再
編
の
対
象
と
な
る
学
校
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連
携
し
て
教
育
課
程
の
編
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育
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法
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等
に
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る
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合
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図
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る
よ
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配
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し
ま
す
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学
距
離
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小
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生
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６
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や
地
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検
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。
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で
十
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関
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構
成
す
る
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懇
話
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て
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基
本
事
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つ

い
て
確
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の
う
え
、
発
展
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統

合
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進
委
員
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と
専
門
部
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し
、
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通
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具
体
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な
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協
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く
こ
と
と
な
り
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す
。
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た
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し
て
検
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す
る
期
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た
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は
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ま
ず
、
地
区
代
表
者
会
を
設
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、
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24
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継
続
し

て
地
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の
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集
約
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図
り
な
が

ら
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や
枠
組
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も
含
め
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協
議
検
討
を
行
い
、
学
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再
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を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
再
編
実
施
計
画
書

の
内
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や
今
後
の
取
組
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に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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〜「
鹿
屋
市
学
校
再
編

実
施
計
画
書
」を
策
定
〜

施
計
画
書
（
案
）」
を
平
成
22
年

10
月
に
策
定
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
鹿
屋
市
学
校
規
模
適
正

化
検
討
委
員
会
の
提
言
等
を
踏
ま

え
、
今
年
６
月
に
「
鹿
屋
市
学
校

再
編
実
施
計
画
書
」
と
し
て
ま
と

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
内
の
小
中
学
校

で
は
、
少
子
化
に
よ
る
小
規
模
校

化
や
こ
れ
に
伴
う
複
式
学
級
の
編

制
、
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
へ

の
対
応
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
学

校
再
編
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
20
年

９
月
に
、「
鹿
屋
市
学
校
規
模
適

正
化
（
学
校
再
編
）
基
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針
」

を
策
定
し
、
校
区
や
地
域
ご
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
域
の
意
見
等
を
受
け
て

具
体
的
な
統
廃
合
の
パ
タ
ー
ン
や

目
標
年
度
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
実

学校再編の主な内容

▲菅原小学校と古江小学校の児童による交流学習の様子

▲５月６日、菅原小学校
で、古江小全校児童 30 人
と、菅原小全校児童 15 人
が、児童間の親睦を図り、
多人数での学習を経験す
るために、交流学習を行
いました。参加した児童
たちは、始めは戸惑いな
がらも最後にはとても仲
良くなっていました。

学
校
再
編
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
留
意
事
項

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

「
学
校
再
編
実
施
計
画
書
」
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概
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教
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